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1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 4,588 △3.0 △83 ― △62 ― △22 ―
24年3月期第1四半期 4,730 12.7 △89 ― △66 ― △55 ―

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 △98百万円 （―％） 24年3月期第1四半期 △52百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 △3.51 ―
24年3月期第1四半期 △8.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第1四半期 15,982 11,571 72.4
24年3月期 16,600 11,721 70.6
（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  11,571百万円 24年3月期  11,721百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
25年3月期 ―
25年3月期（予想） 8.00 ― 8.00 16.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 11,000 5.5 50 △35.5 70 △32.6 70 90.0 10.79
通期 23,000 0.6 260 △46.8 300 △44.5 250 90.9 38.56



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期報告書のレビュー手続を実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成
を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項につきましては、添付資料3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 6,483,323 株 24年3月期 6,483,323 株
② 期末自己株式数 25年3月期1Q 1,044 株 24年3月期 1,044 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 6,482,279 株 24年3月期1Q 6,482,341 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第1四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、緩やかな回復基調がみられたものの、欧州の債務危機による

海外経済の減速や円高の長期化による国内産業の先行きへの懸念などから、依然として不透明な状況で推移いたしま

した。 

 このような経済環境のなか、当社グループにおきましては、車両関係事業ではエコカー補助金の効果もあり前年同

期の実績を上回りました。しかし、産業機械事業および電機機器事業では大型案件の売上が少なかったため前年同期

の実績を下回りました。 

 また、冷間鍛造事業でも、主力である電動工具部品の受注が伸び悩み、前年同期の実績を下回りました。 

 これらの結果、当社グループの売上高は45億８千８百万円（前年同期比3.0％減）となり、利益面では経常損失６

千２百万円（前年同期は６千６百万円の損失）、四半期純損失２千２百万円（前年同期は５千５百万円の損失）とな

りました。 

  

〔産業機械事業〕 

 主要な販売先である食品やトイレタリー業界では市場環境の厳しさから設備投資に慎重な顧客が多く、大型案件の

売上が少なかったため、売上高は５億２千１百万円（前年同期比30.8％減）、営業利益は７百万円（前年同期比

68.0％減）となりました。 

  

〔冷間鍛造事業〕 

 自動車部品は、納入先メーカーの北米向け輸出が前期に引き続き好調であったことから堅調に推移いたしました

が、主力である電動工具部品および事務機・産業機械部品の受注が伸び悩みました。その結果、売上高は４億１千７

百万円（前年同期比5.8％減）、営業利益は４千万円（前年同期比24.4％減）となりました。 

  

〔電機機器事業〕 

 空調・冷熱機器は入替需要が多く、前年同期の実績を上回りましたが、主力のＦＡ関連機器は、液晶や半導体関連

装置の機械メーカーなどを中心に需要が低調で、前年同期の実績を下回りました。加えて、前年同期にあったような

大型物件の売上がなかったため、売上高は７億８千９百万円（前年同期比27.4％減）となりました。しかし、営業利

益は２千８百万円（前年同期比22.7％増）となり、震災の影響を受けた前年同期の実績を上回りました。 

  

〔車両関係事業〕 

 前期後半に投入した新型車やエコカー補助金の効果により受注は好調に推移したものの、メーカーからの供給が追

いつかず、大幅に受注残が増加しました。その結果、売上高は28億３千３百万円（前年同期比17.0％増）、営業損失

は７百万円（前年同期は５千２百万円の損失）と前年同期に比べ改善されました。なお、前年同期は震災の影響を受

け、新車販売台数が減少しました。 

  

〔不動産等賃貸事業〕 

 前年同期並みの、売上高２千６百万円（前年同期比9.0％増）、営業利益１千４百万円（前年同期比57.7％増）と

なりました。 

    

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は159億８千２百万円となり、前連結会計年度末から６億１千７百万円減

少いたしました。 

 この内、流動資産は81億９千３百万円となり、前連結会計年度末から５億１千１百万円減少いたしました。これ

は主に、現金及び預金の増加３億８千２百万円、受取手形及び売掛金の減少12億９千１百万円及び仕掛品の増加３

億７千７百万円によるものであります。 

 固定資産は77億８千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億６百万円減少いたしました。これは主に、時

価評価による投資有価証券の減少１億１千７百万円によるものであります。 

 負債合計は44億１千１百万円となり、前連結会計年度末から４億６千７百万円減少いたしました。これは主に、

支払手形及び買掛金の減少７億２千８百万円、短期借入金の増加２億４千４百万円、賞与引当金の増加１億７千７

百万円によるものであります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報



 純資産合計は115億７千１百万円となり、前連結会計年度末から１億５千万円減少いたしました。 

   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成25年３月期の第2四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成24年５月14日付当社「平成24年

３月期 決算短信」にて公表いたしました業績予想数値に変更はありません。 

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

    

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用の計算方法 

 当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

  当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

    これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,241,176 3,623,765

受取手形及び売掛金 3,730,114 2,439,042

商品及び製品 749,087 792,562

仕掛品 486,897 863,969

原材料及び貯蔵品 27,464 30,650

その他 474,272 446,096

貸倒引当金 △4,541 △3,001

流動資産合計 8,704,472 8,193,084

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,802,991 1,804,766

土地 3,285,711 3,274,194

その他（純額） 890,671 899,192

有形固定資産合計 5,979,374 5,978,153

無形固定資産 48,016 56,839

投資その他の資産   

投資有価証券 1,446,622 1,329,137

その他 421,922 425,300

貸倒引当金 △146 △146

投資その他の資産合計 1,868,398 1,754,291

固定資産合計 7,895,789 7,789,284

資産合計 16,600,261 15,982,369

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,172,166 1,443,168

短期借入金 21,204 265,697

未払法人税等 65,119 13,616

賞与引当金 372,016 549,351

資産除去債務 2,177 2,177

その他 1,016,740 982,210

流動負債合計 3,649,423 3,256,222

固定負債   

長期借入金 379,402 401,851

退職給付引当金 304,633 306,300

役員退職慰労引当金 158,089 96,752

資産除去債務 45,547 45,689

その他 341,403 304,269

固定負債合計 1,229,076 1,154,863

負債合計 4,878,500 4,411,086



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,337,000 1,337,000

資本剰余金 1,833,576 1,833,576

利益剰余金 8,161,926 8,087,278

自己株式 △671 △671

株主資本合計 11,331,831 11,257,183

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 389,929 314,099

その他の包括利益累計額合計 389,929 314,099

純資産合計 11,721,761 11,571,282

負債純資産合計 16,600,261 15,982,369



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 4,730,028 4,588,285

売上原価 3,812,545 3,615,815

売上総利益 917,482 972,469

販売費及び一般管理費 1,006,658 1,055,986

営業損失（△） △89,175 △83,517

営業外収益   

受取利息 176 125

受取配当金 14,209 15,071

その他 14,958 13,099

営業外収益合計 29,345 28,295

営業外費用   

支払利息 1,077 1,691

売上割引 5,542 5,412

為替差損 3 0

その他 99 462

営業外費用合計 6,723 7,566

経常損失（△） △66,553 △62,787

特別利益   

固定資産売却益 － 48,665

退職給付制度終了益 4,543 －

特別利益合計 4,543 48,665

特別損失   

固定資産除却損 5,109 886

投資有価証券評価損 － 4,601

特別損失合計 5,109 5,487

税金等調整前四半期純損失（△） △67,120 △19,609

法人税等 △11,406 3,180

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △55,713 △22,789

四半期純損失（△） △55,713 △22,789



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △55,713 △22,789

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,735 △75,830

その他の包括利益合計 2,735 △75,830

四半期包括利益 △52,978 △98,620

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △52,978 △98,620

少数株主に係る四半期包括利益 － －



  該当事項はありません。   

    

  該当事項はありません。 

    

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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